
E
U

競
争
法
に
お
け
る
和
解
（settle

m
e
nt

）
手
続
の
導
入
と

課
題

庄

司

克

宏

一

は
じ
め
に

二

和
解
手
続
導
入
の
背
景

三

和
解
手
続
の
概
観

四

和
解
手
続
の
特
徴
と
問
題
点

五

結
語
に
代
え
て

一

は
じ
め
に

E
C

条
約
第
八
一
条
（
競
争
制
限
的
行
為
の
禁
止
）
お
よ
び
第
八
二
条
（
支
配
的
地
位
の
濫
用
の
禁
止
）
の
遵
守
確
保

（enforce
m
e
nt

）
を
強
化
す
る
た
め
に
、
規
則
一
七
／
六
二
を
改
正
し
て
制
定
さ
れ
た
規
則
一
／
二
〇
〇
三
が
、
二
〇
〇
四
年
五
月

一
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
施
行
規
則
と
し
て
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
が
制
定
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
様
々
な

告
示
（N

otice

）
も
出
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
は
、

E
U

競
争
法
の
遵
守
確
保
制
度
の

現
代
化

（m
o
d
er
nisatio

n

）
と
総
称
さ
れ
る
。
そ
の
主
な
特
徴
は
、
第
一
に

適
用
免
除
（

E
C条
約
第
八
一
条
三
項
）
の
事
前
届
出
制
の
廃
止
、
第
二
に

E
U

競
争
法
の
分
権
的
適
用
、
お
よ
び
、
第
三
に
事
後

的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
に
あ
る
。

そ
の
後
、

E
U

レ
ベ
ル
の
競
争
当
局
で
あ
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

E
U

競
争
法
違
反
行
為
の
う
ち
、
と
く
に
カ
ル
テ
ル
の
摘

発
と
抑
止
を
目
的
と
し
て
、
制
裁
金
算
定
方
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
の
厳
罰
化
、
カ
ル
テ
ル
を
対
象
と
す
る
リ

ー
ニ
エ
ン
シ
ー
（
制
裁
金
減
免
）
制
度
の
改
正
強
化
、
私
訴
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
の
強
化
の
検
討
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

他
方
、
以
上
に
加
え
て
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

和
解
手
続

（settle
m
e
nt

proce
d
u
re

）
を
導
入
し
た
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
八

年
六
月
三
〇
日
、

カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
け
る
和
解
（settle

m
e
nt

）
手
続
の
処
理
に
関
し
て
、
規
則
（

E
C）
七
七
三
／
二
〇
〇
四

を
改
正
す
る
二
〇
〇
八
年
六
月
三
〇
日
付
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
規
則
（

E
C）
六
二
二
／
二
〇
〇
八

（
以
下
、
同
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ

た
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
を
、
非
改
正
部
分
を
含
め
て
改
正
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
と
略
称
す
る
）
お
よ
び

カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
い

て
理
事
会
規
則
（

E
C）
一
／
二
〇
〇
三
第
七
条
及
び
第
二
三
条
に
従
っ
て
決
定
を
採
択
す
る
た
め
の
和
解
手
続
の
処
理
に
関
す
る

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
告
示

）
（
以
下
、
和
解
手
続
告
示
）
を
採
択
し
た
。
改
正
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
は
二
〇
〇
八
年
七
月
一
日
に
効
力

を
発
生
し
た
。

和
解
手
続
は
、
上
記
の
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
等
と
異
な
り
、
事
業
者
の
自
発
的
な
協
力
を
得
て
カ
ル
テ
ル
の
摘
発
と
抑
止
を
図

る
こ
と
を
直
接
の
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
事
業
者
に
対
す
る
制
裁
金
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
を
見
返
り
に
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
が
カ
ル
テ
ル
事
件
の
一
層
迅
速
か
つ
効
率
的
な
処
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ

た
）。本

稿
の
目
的
は
、
第
一
に
和
解
手
続
が
導
入
さ
れ
た
背
景
を
述
べ
た
後
、
第
二
に
同
手
続
を
概
観
す
る
と
と
も
に
そ
の
特
徴
と
問

題
点
を
指
摘
し
、
第
三
に
和
解
手
続
が
そ
の
導
入
目
的
に
資
す
る
も
の
と
な
り
う
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
う
こ
と
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で
あ
る

）
。
な
お
、
和
解
制
度
の
一
般
的
な
長
所
や
短
所
に
つ
い
て
理
論
的
に
考
察
す
る
こ
と
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
答
弁
取
引

（ple
a
b
ar
g
ainin

g

）
と
の
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
等
は
、
本
稿
の
検
討
の
対
象
外
と
す
る
。

二

和
解
手
続
導
入
の
背
景

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
競
争
政
策
担
当
委
員
で
あ
る
ネ
ー
リ
ー
・
ク
ル
ス
（N

eelie
K
ro
es

）
氏
は
、
二
〇
〇
五
年
の
講
演
に
お
い
て
、

カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
厳
重
な
取
り
締
ま
り
が
功
を
奏
し
た
反
面
、
そ
れ
に
伴
っ
て
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
の
申
請
と
第
一
審
裁
判
所
へ
の

提
訴
が
急
増
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
、

E
U

競
争
法
に
和
解
手
続
を
導
入
す
る
可
能
性
を
次
の
よ
う
に
示
唆
し
て
い
る
。

第
一
に
、
非
常
に
多
く
の
［
違
反
行
為
の
排
除
を
命
じ
た
り
、
制
裁
金
を
科
す
］
遵
守
確
保
決
定
は
、
そ
れ
に
伴
っ
て
必
然
的
に
裁
判

所
へ
の
提
訴
件
数
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
件
の
カ
ル
テ
ル
に
関
す
る
決
定
が
平
均
し
て
三
、
四
件
の
提
訴
を
誘
発
し
て
お
り

ま
す
。
…
…

第
二
に
、
免
除
の
申
請
件
数
の
増
加
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
毎
年
実
施
す
る
調
査
件
数
に
直
接
の
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

第
三
に
、［
二
〇
〇
二
年
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
告
示
に
基
づ
く
］
現
行
の
欧
州
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
理
想
世
界
な
ら
ば
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
自
分
た
ち
に
提
出
さ
れ
る
す
べ
て
の
申
請
を
処
理
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
は
申
請
者

た
ち
を
不
安
定
な
状
況
に
置
く
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
…
…
。

そ
の
た
め
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
カ
ル
テ
ル
取
り
締
ま
り
に
成
功
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
犠
牲
に
な
る
と
い
う
危
険
を
冒
し
て
い
る
と
い

う
確
信
が
私
の
中
で
ま
す
ま
す
募
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
の
長
期
的
な
実
効
性
、
持
続
的
な
ゼ
ロ
容
認
戦
略
を
損
な
い
か
ね
ま
せ

ん
）。

以
上
の
指
摘
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

E
U

競
争
法
に
和
解
手
続
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
そ
の
動
機
と
し
て
二
つ
の
要

因
が
存
在
し
た
と
言
わ
れ
る

）
。
第
一
の
要
因
は
、
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
と
く
に
二
〇
〇
二
年
告
示
以
降
、
カ
ル
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テ
ル
事
件
の
処
理
件
数
が
急
増
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
決
定
に
至
る
ま
で
に
平
均
し
て
約
三
年
半
を
要
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
）。

ま
た
、
第
二
の
要
因
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
決
定
の
取
消
を
求
め
る
訴
訟
（
第
一
審
裁
判
所
へ
の
提
訴
お
よ
び
欧
州
司
法
裁
判
所

へ
の
控
訴
）
の
件
数
増
大
に
伴
う
コ
ス
ト
で
あ
る

）
。
た
と
え
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
の
申
請
が
あ
っ
て
も
、
制
裁
金
の
減
免
に
不
服
が
あ

る
場
合
に
は
提
訴
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
つ
の
カ
ル
テ
ル
事
件
で
あ
っ
て
も
、
複
数
の
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
取
消
訴
訟
を
提
起
す

る
。
競
争
法
分
野
（
国
家
援
助
を
除
く
）
に
お
け
る
第
一
審
裁
判
所
へ
の
提
訴
件
数
は
、
二
〇
〇
〇
年
三
六
件
、
二
〇
〇
一
年
三
六

件
、
二
〇
〇
二
年
六
一
件
、
二
〇
〇
三
年
四
三
件
、
二
〇
〇
四
年
三
六
件
、
二
〇
〇
五
年
四
〇
件
、
二
〇
〇
六
年
八
一
件
、
二
〇
〇

七
年
六
二
件
と
な
っ
て
い
る

）
。

改
正
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
の
前
文
⑷
に
は

そ
れ
ゆ
え
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
カ
ル
テ
ル
事
件
を
一
層
迅
速
か
つ
効
率
的
に

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
和
解
手
続
が
確
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
て
い
る

）
。
迅
速
か
つ
効
率

的
な
カ
ル
テ
ル
事
件
の
処
理
に
よ
り
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
資
源
が
他
の
事
件
に
振
り
向
け
ら
れ
る
結
果
、
カ
ル
テ
ル
の
摘
発
率
が
上

が
り
、
ま
た
、

E
U

競
争
法
の
遵
守
確
保
の
効
率
性
が
全
般
的
に
向
上
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る

）
。

三

和
解
手
続
の
概
観

⑴

カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
け
る
通
常
の
違
反
決
定
手
続

規
則
一
／
二
〇
〇
三
第
二
三
条
お
よ
び
第
七
条
に
基
づ
く
決
定
の
採
択
に
至
る
手
続
（
以
下
、
違
反
決
定
手
続
）
に
基
づ
き
、
カ

ル
テ
ル
事
件
の
処
理
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

）
［
図
参
照
］。

第
一
に
、
違
反
決
定
手
続
の
開
始
は
、
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
の
申
請
、
正
当
な
利
益
を
示
す
こ
と
の
で
き
る
自
然
人
ま
た
は
法
人
お

よ
び
加
盟
国
に
よ
る
申
立
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
職
権
探
知
に
よ
る

）
。
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リーニエンシーの申請 

正当な利益を示す者からの申立 

職権探知 

調 　査 

異議告知書 

口頭聴聞、ファイルへのアクセス 

諮問委員会 

違反決定 

第一審裁判所への提訴 

事業者による受諾 

和解の打診 

和解協議 

和解申請 

（細い線は通常の違反手続の流れ、太い線は和解手続に関連する流れを示す） 

図:カルテル事件における和解手続

A ndreas Stephan, , ESR C Centre for Co m petition Policy,

Dece m ber 2007 (available at http://ec.europa.eu/co m m /co m petition/cartels/legislation/cartels

settle m ents/astephan.pdf), p. 42 に依拠して作成。
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第
二
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
当
該
事
業
者
に
対
す
る
情
報
提
供
要
求
、
立
入
検
査
等
が
な
さ

れ
る

）
。

第
三
に
、
当
該
事
業
者
へ
の
異
議
告
知
書

）
（state

m
e
nt

of
o
bjectio

n
s

）
の
送
付
、
聴
聞
の
実
施
、
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

当
該
事
業
者
か
ら
の
異
議
告
知
書
へ
の
回
答
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
競
争
総
局
お
よ
び
加
盟
国
競
争
当
局
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る

競
争

制
限
的
行
為
及
び
支
配
的
地
位
に
関
す
る
諮
問
委
員
会

（th
e
A
d
visor

y
C
o
m
m
itte

e
o
n
R
estrictiv

e
P
ractices

a
n
d
D
o
m
i‑

n
a
nt

P
ositio

n
s

）（
以
下
、
諮
問
委
員
会
）
へ
の
諮
問
等
が
行
わ
れ
る

）
。

第
四
に
、
当
該
事
業
者
に
対
す
る
違
反
決
定
が
採
択
さ
れ
、
違
反
行
為
の
排
除
、
制
裁
金
等
が
命
じ
ら
れ
る

）
。
こ
の
決
定
に
不
服

が
あ
る
場
合
、
第
一
審
裁
判
所
に
取
消
訴
訟
（

E
C条
約
第
二
三
〇
条
）
が
提
起
さ
れ
る

）
。

⑵

カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
け
る
和
解
手
続

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
和
解
手
続
に
入
る
か
否
か
に
つ
い
て
裁
量
権
を
有
し
て
い
る
（
和
解
手
続
告
示
第
三
、
五
段
）。
事
業
者
に
和
解

の
権
利
は
な
い
（
和
解
手
続
告
示
第
六
段
）。

和
解
手
続
は
違
反
決
定
手
続
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
［
図
参
照
］。
第
一
に
和
解
の
可
能
性
に

つ
い
て
の
打
診
が
な
さ
れ
、
第
二
に
和
解
協
議
（settle

m
e
nt

disc
u
ssio

n
s

）
が
開
始
、
実
施
さ
れ
る
。
第
三
に
和
解
申
請
書

（settle
m
e
nt

s
u
b
m
issio

n
s

）
の
作
成
と
提
出
が
な
さ
れ
、
第
四
に
そ
れ
を
う
け
て
和
解
に
基
づ
く
異
議
告
知
書
が
作
成
さ
れ
、
当

事
者
が
受
諾
す
る
と
、
最
後
に
和
解
決
定
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
正
式
に
採
択
さ
れ
る
。

①

和
解
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
打
診

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
調
査
の
段
階
で
、
当
事
者
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
和
解
の
可
能
性
に
つ
い
て
関
心
を
表
明
す
る

こ
と
が
で
き
る

）
。
す
な
わ
ち
、
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
申
請
者
や
調
査
措
置
の
対
象
者
の
よ
う
に
、
調
査
の
存
在
を
知
る
事
業
者
は
、
そ
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の
段
階
で
す
で
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し
て
和
解
を
行
う
こ
と
に
関
心
を
有
し
て
い
る
旨
示
す
こ
と
が
で
き
る

）
。

②

和
解
協
議
の
開
始
と
実
施

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
あ
る
事
件
が
和
解
に
適
し
て
い
る
と
み
な
す
な
ら
ば
、
調
査
が
異
議
告
知
書
の
起
草
段
階
に
達
し
た
段
階
で

違
反
決
定
手
続
を
開
始
す
る
（
和
解
手
続
告
示
第
九
段
）。
（
こ
の
よ
う
に
、
和
解
協
議
が
始
ま
る
の
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
カ
ル
テ
ル
に
関

す
る
証
拠
の
収
集
と
分
析
を
行
い
、
当
該
事
業
者
に
異
議
を
提
起
す
る
準
備
が
で
き
た
状
態
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。）
次
い
で
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は
、
書
面
に
よ
る
関
心
表
明
の
た
め
の
最
終
期
限
（
二
週
間
）
を
設
定
し
て
、
違
反
決
定
手
続
の
当
事
者
す
べ
て
に
つ
い

て
和
解
協
議
に
入
る
こ
と
に
関
心
を
有
す
る
か
否
か
を
文
書
で
打
診
す
る

）
（
改
正
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
第
一
〇

a条
一
項
、
第
一
七

条
三
項
、
和
解
手
続
告
示
第
一
一
段
）。
当
事
者
の
書
面
に
よ
る
要
請
に
基
づ
き
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
違
反
決
定
手
続
の
開
始
か
ら
異

議
告
知
書
の
採
択
ま
で
の
間
に
和
解
協
議
を
行
う
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

）
（
和
解
手
続
告
示
第
一
四
段
）。

和
解
協
議
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
競
争
当
局
と
和
解
候
補
者
と
の
間
の
二
者
間
会
合
に
よ
り
行
わ
れ
る
（
和
解
手
続
告
示
第
一
四
段
）。

和
解
協
議
中
に
開
示
さ
れ
る
情
報
に
つ
い
て
、
改
正
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
第
一
〇

a
条
二
項
一
段
に
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。

和
解
協
議
に
加
わ
る
当
事
者
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
次
の
点
に
つ
い
て
情
報
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
当
事
者
に
対
し
て
提
起
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
異
議
、

⒝

想
定
さ
れ
て
い
る
異
議
を
決
定
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
証
拠
、

⒞

当
事
者
が
カ
ル
テ
ル
の
一
定
期
間
又
は
他
の
特
定
の
側
面
に
関
す
る
自
己
の
位
置
を
確
定
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
目
的
で
当
事
者
に

よ
る
要
請
が
正
当
化
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
当
該
時
点
で
事
件
フ
ァ
イ
ル
に
含
ま
れ
て
い
る
特
定
の
ア
ク
セ
ス
可
能
な
文
書
の
非
公

開
で
な
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
、
及
び
、

⒟

潜
在
的
な
制
裁
金
の
範
囲
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
和
解
協
議
で
は
適
時
に
、
想
定
さ
れ
て
い
る
異
議
を
支
持
す
る
フ
ァ
イ
ル
の
証
拠
に
基
づ
い
て
、
容
疑
事
実
、

そ
れ
ら
の
位
置
づ
け
、
違
反
の
重
大
性
お
よ
び
期
間
、
責
任
の
帰
属
、
予
想
さ
れ
る
制
裁
金
の
程
度
の
見
積
も
り
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
事
件
フ
ァ
イ
ル
に
含
ま
れ
る
ア
ク
セ
ス
可
能
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
（
証
拠
以
外
の
）
他
文
書
は
、
事
業

者
が
所
与
の
期
間
ま
た
は
問
題
に
お
け
る
自
己
の
立
場
を
確
定
す
る
た
め
に
正
当
化
さ
れ
、
こ
の
開
示
に
よ
り
和
解
手
続
で
追
求
さ

れ
て
い
る
全
体
的
な
効
率
性
が
危
険
に
晒
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
理
由
を
付
し
た
要
請
に
よ
り
開
示
さ
れ
う
る

）
（
和
解
手
続
告
示
第
一

五
、
一
六
段
）。

③

和
解
申
請
書
の
作
成
と
提
出

和
解
協
議
が
進
展
し
、
想
定
さ
れ
る
異
議
の
範
囲
お
よ
び
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
科
さ
れ
る
制
裁
金
の
範
囲
の
見
積
も
り
に
関
し

て
共
通
の
理
解
に
至
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
全
体
的
な
協
議
の
進
展
に
照
ら
し
て
手
続
上
の
効
率
性
が
達
成
さ
れ
る
見
込

み
が
あ
る
と
の
暫
定
的
な
見
解
に
達
す
る
と
き
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
少
な
く
と
も
一
五
営
業
日
の
期
限
を
設
定
し
て
、
事
業
者
に
最

終
的
な
和
解
申
請
書
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
改
正
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
第
一
〇

a条
二
項
、
第
一
七
条
三
項
、
和
解
手
続

告
示
第
一
七
段
）。
和
解
申
請
書
は
、
定
型
の
書
式
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
、
和
解
協
議
の
結
果
に
沿
っ
て
起
草
さ
れ
る

）
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
和
解
に
よ
る
事
件
の
解
決
を
望
む
当
事
者
は
和
解
協
議
へ
の
関
心
を
申
告
し
た
後
、
事
業
者
ご
と
に
代
表
を

一
人
任
命
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
協
議
し
た
条
件
で
か
つ
以
下
を
含
む
和
解
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
（
和
解
手
続
告

示
第
二
〇
段
）。

⒜

当
事
者
の
違
反
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
の
自
認
（
違
反
行
為
の
目
的
、
当
事
者
の
役
割
、
違
反
へ
の
参
加
期
間
な
ど
の
情
報
を
含

む
）

⒝

当
事
者
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
科
さ
れ
る
と
予
想
す
る
制
裁
金
の
上
限
額
の
表
記

⒞

当
事
者
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
異
議
に
つ
い
て
十
分
な
情
報
を
受
け
、
ま
た
、
聴
聞
の
機
会
を
十
分
に
与
え
ら
れ
た
旨
の
確
認
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⒟

当
事
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
公
式
の
口
頭
聴
聞
を
求
め
な
い
旨
の
確
認

⒠

当
事
者
が
所
定
の

E
U

公
用
語
で
異
議
告
知
書
お
よ
び
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
終
決
定
を
受
領
す
る
旨
の
同
意

当
事
者
は
和
解
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
決
定
が
和
解
申
請
の
内
容
を
最
終
的
に
反
映
し
、
そ
れ
に
示

さ
れ
る
制
裁
金
の
上
限
よ
り
高
い
制
裁
金
を
科
さ
な
い
と
い
う
条
件
に
服
し
て
、
和
解
手
続
に
従
う
旨
確
約
す
る

）
（
和
解
手
続
告
示

第
二
一
、
二
二
段
）。
事
業
者
か
ら
和
解
申
請
書
が
提
出
さ
れ
る
と
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
競
争
総
局
は
受
領
書
を
送
付
す
る

）
。

④

和
解
に
基
づ
く
異
議
告
知
書
の
作
成
と
当
事
者
の
回
答

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
和
解
要
請
を
考
慮
に
入
れ
て
異
議
告
知
書
を
作
成
す
る
。
異
議
告
知
書
が
当
事
者
の
和
解
申
請
を
反
映
す
る

も
の
で
あ
る
な
ら
ば

）
、
関
係
当
事
者
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
定
す
る
少
な
く
と
も
二
週
間
の
期
限
内
に
回
答
を
行
い
、
異
議
告
知
書

が
和
解
申
請
の
内
容
に
合
致
し
て
い
る
旨
、
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
和
解
手
続
に
従
う
こ
と
を
引
き
続
き
確
約
す
る
旨
確
認
す
る

）
（
改

正
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
第
一
〇

a条
三
項
、
和
解
手
続
告
示
第
二
五
、
二
六
段
）。

⑤

和
解
決
定
の
採
択

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
関
係
当
事
者
か
ら
前
述
の
回
答
を
受
け
取
る
と
、
口
頭
聴
聞
お
よ
び
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
省
略
し
て
、

和
解
決
定
（
違
反
決
定
）
案
を
諮
問
委
員
会
に
諮
る
。
そ
の
後
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
委
員
長
を
含
む
全
委
員
の
会
合
に
よ
る
）
が
和
解

決
定

）
を
採
択
す
る

）。
和
解
決
定
に
お
い
て
制
裁
金
の
最
終
的
な
金
額
が
示
さ
れ
る
が
、
和
解
当
事
者
の
各
々
に
和
解
の

報
酬

と

し
て
制
裁
金
額
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
減
額
さ
れ
る

）
（
改
正
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
第
一
〇

a条
三
項
、
和
解
手
続
告
示
第
二
八
、
三

〇
、
三
二
、
三
三
段
）。
和
解
決
定
は
、
通
常
の
違
反
決
定
と
同
様
、

E
C

条
約
第
二
三
〇
条
（
取
消
訴
訟
）
に
基
づ
く
第
一
審
裁
判

所
（
お
よ
び
欧
州
司
法
裁
判
所
）
の
司
法
審
査
に
服
す
る
（
和
解
手
続
告
示
第
四
一
段
）。
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四

和
解
手
続
の
特
徴
と
問
題
点

和
解
手
続
の
導
入
に
関
す
る
改
正
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
お
よ
び
和
解
手
続
告
示
に
お
い
て
見
ら
れ
る
和
解
手
続
の
特
徴
と
問

題
点
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
裁
量
権
お
よ
び
制
裁
金
の
設
定
、
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
の
併
用
お
よ
び
私
訴
と
の
関
係
に
関
連
し
て
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
裁
量
権
お
よ
び
制
裁
金
の
設
定

欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
競
争
政
策
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
広
範
な
裁
量
権
が
存
在
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
分
野
で
あ
る

）
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
和
解
手
続
に
つ
い
て
も
広
範
な
裁
量
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
い

て
当
事
者
の
和
解
協
議
に
入
る
関
心
を
探
る
の
に
適
し
て
い
る
の
か
を
決
定
す
る
こ
と
、
実
際
に
和
解
協
議
に
入
る
こ
と
、
和
解
協

議
を
中
止
す
る
こ
と
、
和
解
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
由
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
和
解
手
続
告
示
第
三
、
五
段
）。

具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
和
解
内
容
と
異
な
る
異
議
告
知
書
お
よ
び
決
定
を
採
択
す
る
権
利
を
留
保
し
て
い
る

（
和
解
手
続
告
示
第
二
七
、
二
九
段
）。
他
方
、
当
事
者
は
和
解
の
要
請
を
一
方
的
に
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
和
解
手
続
告
示
第

二
二
段
）。

制
裁
金
の
上
限
は
前
事
業
年
度
に
お
け
る
総
売
上
高
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
（
規
則
一
／
二
〇
〇
三
第
二
三
条
二
項
）。
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は

共
同
体
法

）

違
反
の
存
在
お
よ
び
適
正
な
制
裁
金
の
問
題
に
つ
い
て
交
渉
し
な
い
と
し
て
い
る
（
和
解
手
続
告
示
第

二
段
）。
と
く
に
制
裁
金
の
算
定
に
つ
い
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
広
範
な
裁
量
の
余
地
を
有
し
て
い
る

）
。

二
〇
〇
六
年
制
裁
金
算
定
方
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

）
（
以
下
、
制
裁
金
算
定
方
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

水
平
的
価
格
設
定
、
市
場
分
割
及
び
生
産
量
制
限
を
行
う
協
定
は
通
常
秘
密
裏
に
な
さ
れ
、
ま
さ
に
本
来
的
に
最
も
有
害
な
競
争
制
限
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に
当
た
る
。
政
策
の
問
題
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
は
重
い
制
裁
金
が
科
さ
れ
る
。）

そ
の
た
め
、
水
平
的
価
格
設
定
、
市
場
分
割
、
生
産
量
制
限
な
ど
を
行
う
ハ
ー
ド
コ
ア
・
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
制
裁
金
の
場
合
、

そ
の
基
本
額
は
、

違
反
行
為
が
行
わ
れ
た
取
引
市
場
に
お
け
る
当
該
事
業
者
の
直
近
事
業
年
度
の
売
上
高
（
直
近
関
連
売
上
高

（th
e
v
alu

e
of

sales

））
に
対
す
る
上
限
値
と
し
て
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
通
常
適
用
さ
れ
、
そ
れ
に
違
反
行
為
の
継
続
年
数
を
乗
じ
る

と
と
も
に
、

そ
れ
に

エ
ン
ト
リ
ー
・
フ
ィ
ー

（entr
y
fe
e

）
と
呼
ば
れ
る
直
近
関
連
売
上
高
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
上
乗
せ
し
て
基
本
額
を
算
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ハ
ー
ド
コ
ア
・
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
制
裁
金
基
本
額
=
直
近
関
連

売
上
高
×
三
〇
％
×
継
続
年
数
＋
直
近
関
連
売
上
高
×
一
五
～
二
五
％
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
た
基
本
額
に
増
額
要

件
（
常
習
的
違
反
、
調
査
妨
害
、
違
反
行
為
の
率
先
な
ど
）
お
よ
び
減
額
要
件
（
違
反
行
為
の
即
刻
中
止
（
カ
ル
テ
ル
事
件
以
外
）、
過
失

（ne
glig

e
n
ce

）、
限
定
的
な
参
加
、
実
効
的
な
協
力
、
公
的
機
関
や
立
法
に
よ
る
許
可
・
奨
励
な
ど
）
が
加
味
さ
れ
て
制
裁
金
が
算
定
さ

れ
る

）
。
さ
ら
に
、
違
反
対
象
の
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
と
く
に
多
大
な
売
上
高
を
有
す
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
十
分
な
抑
止
効

果
を
確
保
す
る
た
め
、
制
裁
金
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
る

）
。
ま
た
、
違
反
の
結
果
と
し
て
不
当
に
得
ら
れ
た
利
得
を
上
回
る
よ
う

に
制
裁
金
を
増
額
す
る
必
要
性
が
考
慮
さ
れ
る

）
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
一
定
の
場
合
に
は

象
徴
的
な

（sy
m
b
olic

）
制
裁
金
を
科

す
こ
と
も
で
き
る
し
、
特
定
の
事
件
で
制
裁
金
算
定
方
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

）
。

事
業
者
が
最
終
的
な
和
解
申
請
書
を
提
出
す
る
た
め
に
は
、

和
解
協
議
の
間
に
な
さ
れ
た
進
展
に
よ
り
潜
在
的
な
異
議
の
範
囲
、

及
び
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
科
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
制
裁
金
の
程
度
に
つ
い
て
の
見
積
も
り
に
関
す
る
、
共
通
の
理
解
に

至
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
和
解
手
続
告
示
第
一
七
段
）。
前
述
の
よ
う
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
制
裁
金
等
に
つ
い
て
交
渉
す
る
こ
と

を
否
定
す
る
が
、

共
通
の
理
解

に
達
す
る
に
は
何
ら
か
の
交
渉
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

）
。
な
お
、
こ
れ
は
最
終
的
な
制

裁
金
額
に
つ
い
て
の
共
通
の
理
解
で
は
な
い
点
に
注
意
を
要
す
る

）
。
つ
ま
り
、
和
解
申
請
を
提
出
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
に

重
要
な
判
断
材
料
と
な
る
制
裁
金
の
最
終
的
な
金
額
が
そ
の
段
階
で
確
定
さ
れ
る
わ
け
で
な
い

）
。
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⑵

リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
の
併
用

リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
は
カ
ル
テ
ル
（
水
平
的
カ
ル
テ
ル
）
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
リ
ー
ニ
エ

ン
シ
ー
制
度
を

カ
ル
テ
ル
事
件
を
摘
発
す
る
こ
と
及
び
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
立
証
責
任
を
果
た
す
た
め
の
証
拠
を
収
集
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る

調
査
道
具

と
位
置
づ
け
て
い
る

）
。

二
〇
〇
六
年
に
改
正
さ
れ
た

カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
け
る
制
裁
金
免
除
又
は
制
裁
金
減
額
に
関
す
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
告
示

（
以

下
、
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
告
示
）
に
は

ま
さ
に
本
来
的
に
秘
密
裏
の
カ
ル
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
関
与
す
る
事
業
者
又
は
個
人

の
協
力
が
な
け
れ
ば
探
知
及
び
調
査
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
て
い
る

）
。

制
裁
金
の
全
額
免
除
に
つ
い
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

世
界
の
競
争
法

E
U

に
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

て
い
る
。

［
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
］
が
立
入
検
査
等
の
審
査
活
動
の
実
施
を
決
定
す
る
に
十
分
な
証
拠
を
有
し
て
い
な
い
時
点
で
、
当
該
決
定
を
可
能
に

す
る
証
拠
及
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
最
初
に
提
出
し
た
事
業
者
又
は
［
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
］
が

E
C条
約
第
八
一
条
違
反
を
認

定
す
る
に
十
分
な
証
拠
を
有
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
ど
の
事
業
者
に
も
制
裁
金
の
条
件
付
き
免
除
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
時
点
で
、
当
該
違

反
認
定
を
可
能
に
す
る
証
拠
及
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
最
初
に
提
出
し
た
事
業
者
に
認
め
ら
れ
る
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
は
、
事
業
者
が
文
書
又
は
口
頭
の
形
式
で
為
す
も
の
で
、
カ
ル
テ
ル
の
詳
細
な
説
明
及
び
他
の
参
加
事
業
者
名
等
を
含
む
。

制
裁
金
の
全
額
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
者
は
、［
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
］
が
合
理
的
に
必
要
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
申
請
後
直
ち

に
当
該
カ
ル
テ
ル
へ
の
関
与
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
、［
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
］
の
審
査
に
全
面
的
に
協
力
し
、
す
べ
て
の
証
拠
を
提
供
す
る
こ
と

及
び
他
の
事
業
者
に
対
し
て
カ
ル
テ
ル
行
為
に
参
加
す
る
よ
う
又
は
カ
ル
テ
ル
行
為
を
続
け
る
よ
う
強
要
し
て
い
な
い
こ
と
が
必
要
と
な

る
。）

ま
た
、
制
裁
金
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
し
て
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

［
制
裁
金
の
減
額
］
の
資
格
を
得
る
た
め
に
は
、
申
請
者
は
、［
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
］
が
既
に
所
有
し
て
い
る
証
拠
に
関
し
て
著
し
い
付
加
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価
値
を
有
す
る
証
拠
を
提
供
し
、
申
請
後
直
ち
に
当
該
カ
ル
テ
ル
へ
の
関
与
を
終
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
要
件
を
最
初
に
満
た

し
た
事
業
者
に
は
三
〇
～
五
〇
％
の
減
額
、
二
番
目
に
要
件
を
満
た
し
た
事
業
者
に
は
二
〇
～
三
〇
％
の
減
額
、
そ
れ
以
降
に
要
件
を
満
た

し
た
事
業
者
に
は
二
〇
％
ま
で
の
減
額
が
認
め
ら
れ
る
。）

以
上
は
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
の
概
略
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
に
対
し
、
和
解
手
続
は
、

正
式
の
決
定

に
至
る
手
続
の
簡
素
化
と
迅
速
化
を
図
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
手
続
上
の
軽
減
と
遵
守
確
保
の
た
め
の
資
源
を
内
部
的
に
再
配
置
す
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る

）
。

こ
の
よ
う
に
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
と
和
解
手
続
の
目
的
が
異
な
る
た
め
、

事
業
者
が
提
供
す
る
協
力
が
両
方
の
告
示
に
該
当

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
に
従
っ
て
両
方
か
ら
報
酬
が
与
え
ら
れ
る

（
和
解
手
続
告
示
第
一
段
）。
す
な
わ
ち
、

和
解
に
至
っ
た
事
件

に
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
申
請
者
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
同
人
へ
の
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
に
基
づ
く
報
酬
に
加
え
て
、
和
解
に
つ
い
て
も

制
裁
金
の
減
額
が
な
さ
れ
る

（
和
解
手
続
告
示
第
三
三
段
）。
た
だ
し
、
和
解
協
議
に
入
る
た
め
の
最
終
期
限
が
満
了
し
た
後
に
リ

ー
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

）
（
和
解
手
続
告
示
第
一
一
、
一
三
段
）。

な
お
、
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
と
和
解
の
両
方
に
よ
る
制
裁
金
減
額
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
批
判
も
存
在
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
カ
ル
テ
ル
に
対
し
て
制
裁
金
が
唯
一
の
制
裁
と
な
っ
て
い
る
遵
守
確
保
体
制
に
お
い
て
、
制
裁
金
が
す
で
に
年
間
売

上
高
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
法
定
上
限
を
超
え
な
い
よ
う
調
整
さ
れ
た
後
に
、
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
及
び
［
制
裁
金
算
定
上
の
］
軽
減
事

由
に
加
え
て
さ
ら
に
［
和
解
手
続
に
よ
る
］
別
の
制
裁
金
減
額
を
適
用
す
る
に
は
、
資
源
を
他
に
転
用
で
き
る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
と

抑
止
の
喪
失
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

⑶

私
訴
と
の
関
係

二
〇
〇
八
年
四
月
二
日
、

E
C

ア
ン
チ
ト
ラ
ス
ト
・
ル
ー
ル
の
違
反
に
対
す
る
損
倍
賠
償
請
求
訴
訟
に
関
す
る
白
書

が
採
択
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さ
れ

）
、

E
U

競
争
法
違
反
に
よ
る
被
害
者
が
国
内
裁
判
所
で
容
易
に
救
済
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る

E
U

立

法
を
制
定
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
和
解
制
度
は
一
般
に
、
関
連
情
報
の
公
開
を
妨
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
裁
判
所
に
お
け
る
損
害
賠
償
訴
訟
（
と
く
に
競

争
当
局
の
決
定
を
う
け
て
行
わ
れ
る
フ
ォ
ロ
ー
オ
ン
（follo

w‑
o
n

）
訴
訟
）
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
る

）
。

リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
告
示
で
は
、
制
裁
金
の
減
免
は

E
C

条
約
第
八
一
条
違
反
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
る
民
事
法
上
の
諸
結
果
か

ら
事
業
者
を
保
護
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
が

）
、
和
解
手
続
告
示
に
は
そ
の
よ
う
な
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

和
解
申
請
書
に
は
、
当
事
者
の
違
反
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
の
自
認
が
、
違
反
行
為
の
目
的
、
当
事
者
の
役
割
、
違
反
へ
の
参

加
期
間
な
ど
と
も
に
情
報
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
和
解
申
請
書
が
ど
の
よ
う
に
保
護
さ
れ
る
か
に
つ
い
て

）
、
和
解
手

続
告
示
は
次
の
点
を
示
し
て
い
る
。

第
一
に
、
和
解
に
基
づ
く
異
議
告
知
書
が
出
さ
れ
る
と
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
和
解
申
請
書
へ
の
ア

ク
セ
ス
は
不
可
能
と
な
る
。
同
一
カ
ル
テ
ル
事
件
に
お
い
て
一
部
の
当
事
者
の
み
が
和
解
手
続
を
利
用
す
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

な

ケ
ー
ス

）
に
お
い
て
は
、
和
解
を
要
請
し
な
か
っ
た
当
事
者
に
和
解
申
請
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
建
物
内
で
認
め
ら
れ

る
が
、
コ
ピ
ー
を
と
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
申
立
者
（co

m
plain

a
nts

）
の
よ
う
な
他
の
当
事
者
に
つ
い
て
は
和
解
申
請
書
へ
の

ア
ク
セ
ス
は
認
め
ら
れ
な
い
（
和
解
手
続
告
示
第
三
五
、
三
六
段
））
。
第
二
に
、
和
解
申
請
書
は
、
同
等
の
保
護
な
ど
一
定
の
要
件

）
が

充
た
さ
れ
る
場
合
に
の
み
国
内
競
争
当
局
に
送
付
さ
れ
る
（
和
解
手
続
告
示
第
三
七
段
）。
第
三
に
、
申
請
者
の
要
請
が
あ
る
場
合
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
口
頭
に
よ
る
和
解
申
請
を
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
、
口
頭
の
和
解
申
請
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
建
物
内
で
記
録
さ
れ

る
（
和
解
手
続
告
示
第
三
八
段
）。
記
録
さ
れ
た
内
容
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
文
書
と
し
て
扱
わ
れ
、
事
業
者
が
保
持
す
る
文
書
と
は
み

な
さ
れ
な
い

）
。
第
四
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
関
係
当
事
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
国
内
裁
判
所
に
和
解
申
請
書
を
送
付
し
な
い

）
（
和

解
手
続
告
示
第
三
九
段
）。
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五

結
語
に
代
え
て

和
解
に
よ
り
、
違
反
決
定
手
続
の
迅
速
化
に
対
す
る

報
酬

が
当
事
者
に
与
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
和
解
当
事
者
の
各
々
に

対
し
、
制
裁
金
額
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
一
律
に
減
額
さ
れ
る

）
（
和
解
手
続
告
示
第
三
二
段
）。
た
だ
し
、
実
際
の
金
額
が
一
律
に
な

る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
制
裁
金
算
定
方
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
違
反
対
象
の
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
以
外

に
と
く
に
多
大
な
売
上
高
を
有
す
る
事
業
者
に
対
し
て
十
分
な
抑
止
効
果
を
確
保
す
る
た
め
、
制
裁
金
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
る

）

の
に
対
し
て
、
和
解
が
達
成
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
増
額
は
二
倍
を
超
え
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
和
解
手
続
告
示
第
三
二
段
）。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
当
事
者
と
和
解
を
達
成
す
る
場
合
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
迅
速
か
つ
効
率
的
な
カ
ル
テ
ル
事
件
の
処

理
に
よ
り
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
資
源
が
他
の
事
件
に
振
り
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

）
。
そ
れ
は
と

く
に
、
異
議
告
知
書
が
出
さ
れ
た
後
の
口
頭
聴
聞
お
よ
び
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
省
略
す
る
こ
と
に
よ
り
達
成
す
る
こ
と
が
図

ら
れ
て
い
る

）
。
た
だ
し
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
和
解
手
続
の
間
の
い
か
な
る
時
点
に
お
い
て
も
聴
聞

官
（th

e
H
e
arin

g
O
fficer

）
が
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
和
解
手
続
告
示
第
一
八
段
）。
な
お
、
同
一
カ
ル
テ
ル
事
件
の
一
部
の

当
事
者
の
み
が
和
解
手
続
を
利
用
す
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

な
ケ
ー
ス
で
は
、
他
の
当
事
者
に
つ
い
て
通
常
の
違
反
決
定
手
続
が
使

用
さ
れ
る
。
後
者
の
手
続
に
お
い
て
は
前
者
と
異
な
る
異
議
告
知
書
が
作
成
さ
れ
、
口
頭
聴
聞
お
よ
び
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

行
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
当
事
者
が
和
解
手
続
を
利
用
す
る
の
で
な
い
限
り
、
必
ず
し
も
迅
速
か
つ
効
率
的
な
事
件
処
理

が
達
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

）
。

他
方
、
和
解
決
定
は
、
通
常
の
違
反
決
定
と
同
様
、

E
C

条
約
第
二
三
〇
条
（
取
消
訴
訟
）
に
基
づ
く
第
一
審
裁
判
所
（
お
よ
び

欧
州
司
法
裁
判
所
）
の
司
法
審
査
に
服
す
る

）
（
和
解
手
続
告
示
第
四
一
段
）。
す
な
わ
ち
、
和
解
決
定
に
よ
り
第
一
審
裁
判
所
へ
の
提
訴
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を
放
棄
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
和
解
手
続
の
導
入
に
よ
り
第
一
審
裁
判
所
（
お
よ
び
欧
州
司
法
裁
判
所
）

に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
事
件
の
訴
訟
が
減
少
す
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
し
て
い
る

）
。
し
か
し
、
関
連
研
究
に
よ
れ
ば
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
制
裁
金
算
定
で
広
範
な
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
た
ま
ま
で
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
決
定
に
対
す
る
取
消
訴
訟
件
数
は
減
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る

）
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
の
カ
ル
テ
ル
事
件
に
関
す
る
第
一
審
裁
判
所
の
判
決
五
〇
件

の
う
ち
、
二
六
件
で
制
裁
金
が
減
額
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
う
ち
一
八
件
が
リ
ー
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
の
適
用
を
含
む
不
適
切
な
制
裁
金

算
定
を
理
由
と
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
和
解
手
続
の
導
入
よ
り
も
む
し
ろ
、
制
裁
金
の
算
定
を
透
明
性
と
予

測
可
能
性
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
よ
っ
て
、
訴
訟
件
数
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る

）
。

（
1
）C

o
u
n
cil

R
e
g
ulatio

n(
E
C)

N
o.
1/2

0
0
3

of16
D
ece

m
b
er2

0
0
2

o
n
th

e
i
m
ple

m
e
ntatio

n
of

th
e
r
ules

o
n
co

m
p
eti‑

tio
n
laid

d
o
w
n
in

A
rticles8

1
a
n
d8
2

of
th

e
T
re
aty[2

00
3]

L1/1.

本
規
則
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
市
川

芳
治

第
12
章

E
U競
争
法
Ⅲ
（
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
）
、
庄
司
克
宏
編

E
U法

実
務
篇

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
所
収
、

三
二
一
│
三
四
六
頁
、
高
澤
美
有
紀

E
U競
争
法
の
改
正
│
執
行
手
続
の
強
化
と
分
権
化
│

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
五
二
号
、
二

〇
〇
五
年
五
月
、
五
一
│
六
〇
頁
、D

a
vid

J.
G
erb

er
a
n
d
P
a
olo

C
assinis,

T
h
e

M
o
d
er
nisatio

n'
of

E
u
ro

p
ea

n
C
o
m
m
u‑

nity
C
o
m
p
etitio

n
L
a
w:

A
c
hie

vin
g
C
o
n
siste

n
c
y
in

E
nforce

m
e
nt

－
P
art

I&
II",

‑
V
ol.2

7,
Iss

u
e1,

2
0
0
6,

p
p.
1
0
‐1
8

a
n
d
Iss

u
e2,

2
0
06,

p
p.
5
1‐
57

参
照
。

（
2
）C

o
m
m
issio

n
R
e
g
ulatio

n(
E
C)

N
o.
7
73/20

04
of7

A
pril2

0
0
4

relatin
g
to

th
e
co

n
d
u
ct

of
proce

e
din

g
s
b
y
th

e

C
o
m
m
issio

n
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticles8

1
a
n
d8
2

of
th

e
E
C
T
re
aty[2

00
4]

L1
2
3/18.

（
3
）

庄
司
克
宏
著

E
U法

政
策
篇

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
五
八
│
六
一
頁
。

（
4
）G
uid

elin
es

o
n
th

e
m
eth

o
d
of

settin
g
fin

es
i
m
p
ose

d
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticle23(2)(

a)
of

R
e
g
ulatio

n
N
o.
1/2

0
03

[20
06]

C2
10/2.

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
以
下
参
照
。Sv

e
n
B.

V
o
¨
lk

er,
R
o
u
g
h
J
u
stice?

A
n
A
n
aly‑

sis
of

th
e
E
u
ro

p
e
a
n
C
o
m
m
issio

n'
s
N
e
w

Finin
g
G
uid

ele
n
es",

V
ol.
4
4,

N
o.
5,

20
07,

p
p.
1
2
85
‐
1
3
20,

亀
岡
悦
子

E
U制
裁
金
算
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正

国
際
商
事
法
務

第
三
四
巻
一
一
号
、
二
〇
〇
六
年
一
一
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月
、
一
四
四
九
│
一
四
五
三
頁
。

（
5
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
、た
と
え
ば
以
下
参
照
。Ste

p
h
e
n
Bla

k
e
a
n
d
D
o
m
inik

S
c
h
nic

h
els,

L
e
nie

n
c
y
F
ollo

w
in

g
M
o
d
er
ni‑

satio
n:

S
afe

g
u
ardin

g
E
u
rp

e'
s
L
e
nie

n
c
y
P
ro

g
ra

m
m
es",

V
ol.2

5,
Iss

u
e12,

2
00
4,

p
p.
765‐770;

C
hristof

S
w
aa

k
a
n
d
M
aria

R.
M
ollica,

L
e
nie

n
c
y
A
p
plica

nts
F
ace

to
M
o
d
ernisatio

n
of

E
C
C
o
m
p
etitio

n

L
a
w",

V
ol.
26,

Iss
u
e9,

2
0
0
5,

p
p.
5
0
7
‐
51
7;

C
e
´
lin

e
G
a
u
er

a
n
d

M
aria

Jasp
ers,

D
esig

nin
g
a
E
u
ro

p
e
a
n
solutio

n
for

a
o
n
e‑
sto

p
le
nie

n
c
y
s
h
o
p'",

V
ol.2

7,
Iss

u
e

12,
2006,

p
p.
685‐692;

Jatin
d
er

S.
S
a
n
d
h
u,

T
h
e
E
u
ro

p
ea

n
C
o
m
m
issio

n'
s
L
e
nie

n
c
y
P
olic

y:
A
S
u
ccess?",

V
ol.2

8,
Iss

u
e3,

2
0
0
7,

p
p.
1
4
8
‐1
5
7.

（
6
）C

o
m
m
issio

n
n
otice

o
n
i
m
m
u
nity

fro
m
fin

es
a
n
d
re
d
u
ctio

n
of

fin
es

in
cartel

cases[2
0
06]

C

29
8/1

7.

（
7
）

C
O
M(2

00
8)

1
6
5

fin
al,

B
r
u
ssels,

2.4.2
00
8.

こ
れ
に
つ
い
て
は
、た
と
え
ば
以
下
参
照
。E

ditorial
C
o
m
m
e
nts:

A
little

m
ore

actio
n
please!

－
T
h
e
W
hite

P
a
p
er

o
n
d
a
m‑

a
g
es

actio
n
s
for

breac
h
of

th
e
E
C
a
ntitr

u
st

r
ules",

V
ol.45,

N
o.
3,

2
00
8,

p
p.
60
9
‐
615;

Ily
a
S
e
g
al
a
n
d
M
ic
h
ael

W
hinsto

n,
P
u
blic

vs.
P
riv

ate
E
nforce

m
e
nt

of
A
ntitrust

L
a
w:

A
S
urv

e
y",

‑
V
ol.2

8,
Iss

u
e5,

2
00
7,

p
p.
3
0
6
‐3
15;

P
a
olisa

N
e
b
bia,

D
a
m
a
g
es

actio
n
s
for

th
e
infrin

g
e
m
e
nt

of
E
C

co
m
p
etitio

n
la

w:
co

m
p
e
n
satio

n
or

d
eterre

n
ce?

"
(2
0
08)33

p
p.
2
3
‐
4
3.

（
8
）

和
解
手
続

と
い
う
訳
語
に
つ
い
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

世
界
の
競
争
法

E
U
（http://

w
w
w.
jftc.

g
o.
jp

/
w
orld

co
m/

ht
m
l/
co

u
ntr

y/
e
u.
ht

m
l

）
を
参
照
し
た
。

（
9
）C
o
m
m
issio

n
R
e
g
ulatio

n(
E
C)

N
o62

2/2
0
08

of3
0

J
u
n
e2
00
8

a
m
e
n
din

g
R
e
g
ulatio

n(
E
C)

N
o7
73/20

04,
as

re
g
ards

th
e
co

n
d
u
ct

of
settle

m
e
nt

proce
d
u
res

in
cartel

cases[2
0
08]

C16
7/1.

（
10
）C

o
m
m
issio

n
N
otice

o
n
th

e
co

n
d
u
ct

of
settle

m
e
nt

proce
d
u
res

in
vie

w
of

th
e
a
d
o
ptio

n
of

D
ecisio

n
s
p
u
rs
u
a
nt

to

A
rticle7

a
n
d
A
rticle2

3
of

C
o
u
n
cil

R
e
g
ulatio

n(
E
C)

N
o1/20

0
3

in
cartel

cases[2
0
0
8]

L171/3.

（
11
）

W
h
at

are
th

e
m
ain

differe
n
ces

b
et

w
ee

n
th

e
c
u
rre

nt
C
o
m
m
issio

n'
s
le
nie

n
c
y
pro

g
ra

m
m
e
a
n
d
th

e
settle

m
e
nts

E U 競争法における和解（settle m ent）手続の導入と課題
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proce
d
u
re?
"

in
－

M
E
M
O/0
8/4

58,
B
r
u
ssels,

3
0
th

J
u
n
e,
2
0
0
8
(
a
v
aila

ble
at

http://
ec.

e
u
ro

p
a.
e
u/
co

m
m/
co

m
p
etitio

n/
cartels/

le
gisla‑

tio
n/

m08
4
5
8

e
n.
p
df,

accesse
d
o
n3
1/0

8/2
0
0
8)

.

（
12
）

こ
の
検
討
に
当
た
っ
て
、
と
く
に
以
下
を
参
照
し
た
。A

n
dre

as
Ste

p
h
a
n,

E
S
R
C
C
e
ntre

for
C
o
m
p
etitio

n
P
olic

y,
D
ece

m
b
er20

0
7
(
a
v
aila

ble
at

http://
ec.

e
u
ro

p
a.
e
u/
co

m
m/
co

m
p
etitio

n/
car‑

tels/
le
gislatio

n/
cartels

settle
m
e
nts/

aste
p
h
a
n.
p
df,

accesse
d
o
n3
1/0

8/2
00
8),

p
p.
1
‐5
7;

Y
v
es

B
otte

m
a
n
a
n
d
L
a
u
ra

A
tle

e,
Ste

pto
e&

Jo
h
n
so

n,
3
1

J
uly

20
08(

a
v
aila

ble
at

http://
w
w
w.

m
o
n
d
a
q.
co

m/
article.

asp?
articleid

6
2
98
2,

accesse
d

o
n
0
1/0

9/2
00
8);

M
arie

D
e
m
etrio

u
a
n
d

M
ar
g
aret

G
ra

y,
D
e
v
elo

p
m
e
nts

in
E
C
C
o
m
p
etitio

n
L
a
w
in2

00
6:

A
n
O
v
ervie

w",
‑

Vol.44,
N
o.5,

2007,
pp.1429‐1462

at1435,
1436;

A
n
n
O'
Brien,

C
artel

Settle
m
ents

in
the

U.
S.
an
d
E
U:

Si
m
i‑

larities,
D
iffere

n
ces&

R
e
m
ainin

g
Q
u
estio

n
s",

13
th

A
n
n
u
al

E
U
C
o
m
p
etitio

n
L
a
w
a
n
d
P
olic

y
W
or
k
s
h
o
p,

Flore
n
ce,

Italy,
J
u
n
e6,

20
08;

(
a
v
aila

ble
at

http://
w
w
w.

u
sd

oj.
g
o
v/
atr/

p
u
blic/

sp
e
ec

h
es/2

3
55
98.

p
df,

accesse
d
o
n0
1/0

9/2
00
8);

Joc
h
e
n
B
u
rric

hter
a
n
d
D
a
niel

J.
Zi

m
m
er,

R
eflectio

n
s
o
n
th

e
I
m
ple

m
e
ntatio

n
of

a
‑

in
E
C
C
o
m
p
etitio

n
L
a
w"

in
Cla

u
s‑
D
ieter

E
hler

m
a
n
n
a
n
d
Isa

b
ela

A
ta
n
asiu(

e
ds.),

‑
H
art

P
u
blis

hin
g,

O
xford/

P
ortla

n
d,

O
re

g
o
n,
2007,

p
p.

611‐642;
Jo
h
n
R
atliff,

Plea
B
arg

ainin
g
in

E
C
A
nti‑

C
artel

E
nforce

m
e
nt－

A
S
yste

m
C
h
a
n
g
e?"

in
Cla

us‑
Dieter

E
hler‑

m
a
n
n
a
n
d
Isa

b
ela

A
ta
n
asiu(

e
ds.),

p
p.
5
97
‐
61
0.

（
13
）N

eelie
K
roes,

T
h
e
First

H
u
n
dre

d
D
a
ys",

40
th

A
n
niv

ersary
of
th
e
Stu

die
n
v
ereinig

u
n
g
K
artellrec

ht1965‐2005,
Inter

n
atio

n
al

F
or
u
m

o
n
E
u
ro

p
e
a
n
C
o
m
p
etitio

n
L
a
w,

B
r
u
ssels,

7
th

A
pril2

00
5
(
a
v
aila

ble
at

http://
e
u
ro

p
a.
e
u/

ra
pid/

press
R
ele

ases
A
ctio

n.
d
o?
refere

n
ce

S
P
E
E
C
H/05/20

5
&

for
m
at

H
T
M
L&

a
g
e
d
0
&

la
n
g
u
a
g
e

E
N&

g
uiL

a
n‑

g
u
a
g
e
e
n,

accesse
d
o
n31/08/20

0
8),

p.
4.

（
14
）A

n
dreas

Ste
p
h
a
n,

p
p.
3‐
12.

（
15
）

p
p.
4
‐6.

な
お
、Y

v
es

B
otte

m
a
n
a
n
d
L
a
u
ra

A
tle

e,
に
よ
れ
ば
、
二
│
三
年
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
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（
16
）A

n
dreas

Ste
p
h
a
n,

p
p.
6‐
8.

（
17
）4.

N
e
w
cases‑

S
u
bject‑

m
atter

of
th

e
actio

n(20
0
0‐
07)",

Statistics
of

ju
dicial

activity
of

th
e
C
o
u
rt

of
First

In
sta

n
ce,

(
P
ro

visio
n
al

V
ersio

n)
(
a
v
aila

ble
at

http://
c
u
ria.

e
u
ro

p
a.
e
u/
e
n/
in
stit/

prese
nta‑

tio
nfr/

ra
p
p
ort/

stat/07
trib

stat.
p
df,

accesse
d
o
n3
1/0

8/2
0
0
8).

（
18
）C

o
m
m
issio

n
R
e
g
ulatio

n(
E
C)

N
o6
22/20

0
8,

p
ara.

4.

（
19
）

W
h
y

d
o
es

th
e

C
o
m
m
ssio

n
intro

d
u
ces

a
settle

m
e
nt

proce
d
u
re?
"

in
A
ntitr

u
st:

C
o
m
m
issio

n
intro

d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
u
re

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d
q
u
estio

n
s,

（
20
）

公
正
取
引
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

世
界
の
競
争
法

E
U

前
掲
を
参
照
し
た
。

（
21
）

規
則
一
／
二
〇
〇
三
第
七
条
、
改
正
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
第
二
、
五
│
九
条
、Co

m
m
issio

n
n
otice

o
n
i
m
m
u
nity

fro
m

fin
es

a
n
d
re
d
u
ctio

n
of

fin
es

in
cartel

cases,
p
aras.

14
‐2
2,

2
7
‐
30.

（
22
）

規
則
一
／
二
〇
〇
三
第
一
七
│
二
二
条
、
改
正
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
第
三
、
四
条
。

（
23
）

異
議
告
知
書
に
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
理
解
に
基
づ
く
事
実
関
係
、

E
C条
約
第
八
一
、
八
二
条
違
反
を
説
明
す
る
法
的
分
析
、
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
考
え
て
い
る
是
正
策
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。
事
業
者
は
設
定
期
限
内
に
回
答
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
（
改
正
規
則
七
七

三
／
二
〇
〇
四
第
一
〇
条
）（A

liso
n
Jo

n
es

a
n
d
B
re

n
d
a
S
ufrin,

(3
rd

e
d.),

O
xford

U
niv

ersity

P
ress,

O
xford,

p.
1
1
89)

。

（
24
）

規
則
一
／
二
〇
〇
三
第
一
四
、
二
七
、
二
八
条
、
改
正
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
第
一
〇
│
一
六
条
。

（
25
）

規
則
一
／
二
〇
〇
三
第
七
、
二
三
条
。G

uid
elin

es
o
n
th

e
m
eth

o
d
of

settin
g
fin

es
i
m
p
ose

d
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticle

23(2)(
a)

of
R
e
g
ulatio

n
N
o.
1/20

0
3,

（
26
）

規
則
一
／
二
〇
〇
三
第
三
一
条
。

（
27
）

O
v
ervie

w
of

th
e
proce

d
u
re

lea
din

g
to

th
e
a
d
o
ptio

n
of

a(
settle

m
e
nt)

D
ecisio

n
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticles7

a
n
d23

of

R
e
g
ulatio

n(
E
C)

N
o.
1/2

00
3
"

in
C
o
m
m
issio

n
N
otice

o
n
th

e
co

n
d
u
ct

of
settle

m
e
nt

proce
d
u
res

in
vie

w
of

th
e

a
d
o
ptio

n
of

D
ecisio

n
s
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticle7

a
n
d
A
rticle2

3
of

C
o
u
n
cil

R
e
g
ulatio

n(
E
C)

N
o.
1/2

00
3

in
cartel

cases,
p.
6.
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（
28
）

W
h
e
n
ca
n
a
co

m
p
a
n
y
re
q
u
est

th
e
initiatio

n
of

settle
m
e
nt

disc
ussio

ns?
W
h
e
n
d
o
settle

m
e
nt

disc
ussio

ns
start?"

in
A
ntitr

u
st:

C
o
m
m
issio

n
intro

d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
u
re

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d
q
u
estio

n
s,

（
29
）

（
30
）

W
h
e
n
a
n
d
h
o
w

w
ill

settle
m
e
nts

disc
u
ssio

n
s
ta
k
e
place?

"
in

A
ntitr

u
st:

C
o
m
m
issio

n
intro

d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
u
re

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d
q
u
estio

n
s,

（
31
）

;
O
v
ervie

w
of

th
e
proce

d
u
re

le
a
din

g
to

th
e
a
d
o
ptio

n
of

a(
settle

m
e
nt)

D
ecisio

n
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticles7

a
n
d2
3

of
R
e
g
ulatio

n(
E
C)

N
o.
1/2

0
03

",
p.
6.

（
32
）

W
h
e
n
a
n
d
h
o
w

w
ill

settle
m
e
nts

disc
u
ssio

n
s
ta
k
e
place?

"
in

A
ntitr

u
st:

C
o
m
m
issio

n
intro

d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
u
re

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d
q
u
estio

n
s,

（
33
）

W
h
at

are
th

e
m
ain

co
n
ditio

n
s
to

o
btain

a
settle

m
e
nt

d
ecisio

n
for

a
co

m
p
a
n
y?
"

in
A
ntitr

u
st:

C
o
m
m
issio

n

intro
d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
ure

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d
q
u
estio

ns,
;

O
v
ervie

w
of
th
e
proce

d
ure

lea
d‑

in
g
to

th
e
a
d
o
ptio

n
of

a(
settle

m
e
nt)

D
ecisio

n
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticles7

a
n
d2
3

of
R
e
g
ulatio

n
N
o(

E
C)
1/2

00
3
",

p.
6.

（
34
）

W
h
at

are
th

e
m
ain

co
n
ditio

n
s
to

o
btain

a
settle

m
e
nt

d
ecisio

n
for

a
co

m
p
a
n
y?
"

in
A
ntitr

u
st:

C
o
m
m
issio

n

intro
d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
u
re

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d
q
u
estio

n
s,

（
35
）

O
v
ervie

w
of

th
e
proce

d
u
re

lea
din

g
to

th
e
a
d
o
ptio

n
of

a(
settle

m
e
nt)

D
ecisio

n
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticles7

a
n
d23

of

R
e
g
ulatio

n
N
o(

E
C)
1/20

0
3
",

p.
6.

（
36
）

異
議
告
知
書
が
当
事
者
の
和
解
申
請
を
反
映
し
て
い
な
い
場
合
、
口
頭
聴
聞
お
よ
び
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
含
む
通
常
の
違
反

決
定
手
続
が
適
用
さ
れ
る
（
改
正
規
則
七
七
三
／
二
〇
〇
四
第
一
〇
条
二
項
、
第
一
二
条
一
項
、
第
一
五
条
一
項
、
和
解
手
続
告
示
第
二

七
段
）。

（
37
）

O
v
ervie

w
of

th
e
proce

d
u
re

lea
din

g
to

th
e
a
d
o
ptio

n
of

a(
settle

m
e
nt)

D
ecisio

n
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticles7

a
n
d23

of

R
e
g
ulatio

n
N
o(

E
C)
1/20

0
3
",

p.
6.

（
38
）

和
解
決
定
は
、
規
則
一
／
二
〇
〇
三
第
九
条
に
基
づ
く
確
約
（co

m
m
it
m
e
nts

）
決
定
と
は
異
な
る
（
訳
語
に
つ
い
て
は
、
公
正
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取
引
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

世
界
の
競
争
法

E
U

前
掲
を
参
照
し
た
。）。
確
約
決
定
は

E
U競
争
法
違
反
を
認
定
し
た
り
制
裁
金

を
科
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
懸
念
に
応
え
る
べ
く
申
し
出
の
あ
っ
た
確
約
を
事
業
者
に
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ

り

E
U競
争
法
に
違
反
す
る
疑
い
の
あ
る
行
為
を
止
め
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
確
約
決
定
に
よ
り
確
約
は
法
的
拘
束
力
を
付
与
さ
れ
、
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
行
動
の
根
拠
が
も
は
や
存
在
し
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
確
約
決
定
は
カ
ル
テ
ル
事
件
に
は
適
さ
な
い
と
さ
れ
て

い
る
（

W
h
at

are
th

e
m
ain

differe
n
ces

b
et

w
ee

n
‘

co
m
m
it
m
e
nt’

d
ecisio

n
s
a
n
d
proce

d
u
res

o
n
th

e
o
n
e
h
a
n
d

a
n
d
‘

settle
m
e
nt’

d
ecisio

n
s
a
n
d
proce

d
u
res

o
n
th

e
oth

er?"
in

A
ntitr

u
st:

C
o
m
m
issio

n
intro

d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
u
re

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d
q
u
estio

n
s,

)

。

（
39
）

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
和
解
内
容
と
異
な
る
決
定
を
採
択
す
る
権
利
を
留
保
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
通
常
の
違
反
決
定
手
続
が
適
用
さ

れ
、
新
た
な
異
議
告
知
書
の
採
択
と
告
知
が
必
要
と
な
る
（
和
解
手
続
告
示
第
二
九
段
）。

（
40
）

H
o
w
w
ill

th
e10

％
re
d
u
ctio

n
of
fin

e
b
e
d
eter

m
in
e
d
for

settle
m
e
nt

d
ecisio

ns?"
a
n
d

Is
th
e
settle

m
e
nt

re
d
u
ctio

n

th
e
sa

m
e
for

all
p
arties

settlin
g?
"

in
A
ntitrust:

C
o
m
m
issio

n
intro

d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
ure

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d
q
u
estio

ns,
;

O
v
ervie

w
of

th
e
proce

d
u
re

lea
din

g
to

th
e
a
d
o
ptio

n
of

a(
settle

m
e
nt)

D
ecisio

n
p
u
rs
u
a
nt

to

A
rticles7

a
n
d2
3

of
R
e
g
ulatio

n
N
o(

E
C)
1/2

00
3
",

p.
6.

（
41
）C

ase
C‑18

9/0
2

P,
C‑20

2/0
2

P,
C‑20

5/0
2

P
to

C‑20
8/0

2
P
a
n
d
C‑2
13/02

P

[2
0
0
5]

E
C
R
I‑5
4
25,

p
ara.1

7
2.

（
42
）

必
ず
し
も
競
争
法
に
限
定
し
て
い
な
い
。

（
43
）G

uid
elin

es
o
n
th

e
m
eth

o
d
of

settin
g
fin

es
i
m
p
ose

d
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticle2

3(2)(
a)

of
R
e
g
ulatio

n
N
o.
1/2

00
3,

p
ara.

2.

（
44
）G
uid

elin
es

o
n
th

e
m
eth

o
d
of

settin
g
fin

es
i
m
p
ose

d
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticle2

3(2)(
a)

of
R
e
g
ulatio

n
N
o.
1/2

00
3,

（
45
）G

uid
elin

es
o
n
th

e
m
eth

o
d
of

settin
g
fin

es
i
m
p
ose

d
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticle2

3(2)(
a)

of
R
e
g
ulatio

n
N
o.
1/2

00
3,

p
ara.

2
3.

（
46
）

p
aras.

9
‐3
3.

公
正
取
引
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

世
界
の
競
争
法

E
U

前
掲
を
参
照
し
た
。
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（
47
）G

uid
elin

es
o
n
th

e
m
eth

o
d
of

settin
g
fin

es
i
m
p
ose

d
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticle2

3(2)(
a)

of
R
e
g
ulatio

n
N
o.
1/2

00
3,

p
ara.

3
0.

（
48
）

p
ara.

3
1.

（
49
）

p
aras.

3
6,

3
7.

（
50
）A

n
dreas

Ste
p
h
a
n,

p.
4
6,

4
7,

55.

（
51
）

p.
56.

（
52
）

そ
れ
に
加
え
て
、
制
裁
金
算
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
大
幅
な
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
事
者
が
和
解
申

請
を
出
す
こ
と
に
困
難
を
感
じ
る
事
態
が
あ
り
う
る
。
こ
の
点
に
つ
い
てS

v
e
n
B.

V
o
¨

k
er,

p.
1
3
19,

1
32
0

参
照
。

（
53
）

W
h
at

are
th

e
m
ain

differe
n
ces

b
et

w
ee

n
th

e
c
u
rre

nt
C
o
m
m
issio

n'
s
le
nie

n
c
y
pro

g
ra

m
m
e
a
n
d
th

e
settle

m
e
nts

proce
d
ure?"

in
A
ntitrust:

C
o
m
m
issio

n
intro

d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
ure

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d
q
u
estio

ns,

（
54
）C

o
m
m
issio

n
n
otice

o
n
i
m
m
u
nity

fro
m
fin

es
a
n
d
re
d
u
ctio

n
of

fin
es

in
cartel

cases,
p
ara.

3.

（
55
）

公
正
取
引
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

世
界
の
競
争
法

E
U

前
掲
を
参
照
し
た
。

（
56
）

同
右
。

（
57
）

W
h
at

are
th

e
m
ain

differe
n
ces

b
et

w
ee

n
th

e
c
u
rre

nt
C
o
m
m
issio

n'
s
le
nie

n
c
y
pro

g
ra

m
m
e
a
n
d
th

e
settle

m
e
nts

proce
d
ure?"

in
A
ntitrust:

C
o
m
m
issio

n
intro

d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
ure

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d
q
u
estio

ns,

（
58
）

W
ill

th
e
settle

m
e
nt

re
d
u
ctio

n
h
a
v
e
a
n
e
g
ativ

e
i
m
p
act

o
n
th
e
le
nie

n
c
y
pro

gra
m
m
e?"

in
A
ntitrust:

C
o
m
m
issio

n

intro
d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
u
re

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d
q
u
estio

n
s,

（
59
）A

n
dreas

Ste
p
h
a
n,

p.
5
4.

（
60
）

W
hite

P
a
p
er

o
n
D
a
m
a
g
es

A
ctio

n
s
for

B
re
ac

h
of

th
e
E
C
a
ntitr

u
st

r
ules,

（
61
）Joc

h
e
n
B
u
rric

hter
a
n
d
D
a
niel

J.
Zi

m
m
er,

p.
6
21,

62
2;

A
n
dreas

Ste
p
h
a
n,

p.
3
7.

（
62
）C

o
m
m
issio

n
n
otice

o
n
i
m
m
u
nity

fro
m
fin

es
a
n
d
re
d
u
ctio

n
of

fin
es

in
cartel

cases,
p
ara.

39.
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（
63
）

和
解
手
続
の
下
で
は
、
和
解
に
基
づ
く
異
議
告
知
書
は
通
常
の
違
反
決
定
手
続
の
場
合
よ
り
ず
っ
と
短
い
も
の
に
な
る
と
さ
れ
て
い

る
た
め（Press

rele
ase,

A
ntitr

u
st:

C
o
m
m
issio

n
intro

d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
u
re

for
cartels,

）、事
後
に
損
害
賠

償
を
求
め
る
フ
ォ
ロ
ー
オ
ン
訴
訟
を
提
起
す
る
私
人
に
と
っ
て
利
用
可
能
な
情
報
が
少
な
く
な
る
と
い
う
結
果
が
生
じ
る
（A

n
dre

as

Ste
p
h
a
n,

p.
48

）。

（
64
）

和
解
手
続
告
示
第
一
四
段
で
は
、
違
反
決
定
手
続
の
一
部
の
者
が
和
解
協
議
を
要
請
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
告

示
第
一
九
、
二
〇
段
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
は
和
解
協
議
に
入
っ
て
も
和
解
申
請
を
出
さ
な
い
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
通
常
の
違
反

手
続
が
適
用
さ
れ
る
。

（
65
）

H
o
w
are

settle
m
e
nt

su
b
m
issio

ns
protecte

d
a
g
ainst

disco
v
ery

ord
ers

fro
m
oth

er
jurisdictio

ns?
C
a
n
th
e
p
arties

intro
d
u
ce

settle
m
e
nt

su
b
m
issio

ns
orally?

"
in

A
ntitrust:

C
o
m
m
issio

n
intro

d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
ure

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d
q
u
estio

n
s,

（
66
）C

o
m
m
issio

n
N
otice

o
n
co

o
p
eratio

n
w
ithin

th
e
N
et

w
or

k
of

C
o
m
p
etitio

n
A
uth

orities[2
00
4]

C

10
1/4

3,
p
aras.

26
‐
2
8.

（
67
）

市
川
芳
治
、
前
掲
論
文
、
三
二
七
頁
。

（
68
）C

o
m
m
issio

n
N
otice

o
n
th

e
co‑

o
p
eratio

n
b
et

w
ee

n
th

e
C
o
m
m
issio

n
a
n
d
th

e
co

u
rts

of
th

e
E
U

M
e
m
b
er

States
in

th
e
a
p
plicatio

n
of

A
rticles8

1
a
n
d8
2

E
C[2

0
04]

C10
1/5

4,
p
ara.

26.

（
69
）

Is
th
e
settle

m
e
nt

re
d
u
ctio

n
th
e
sa

m
e
for

all
p
arties

settlin
g?
"

in
A
ntitrust:

C
o
m
m
issio

n
intro

d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
u
re

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d
q
u
estio

n
s,

（
70
）G

uid
elin

es
o
n
th

e
m
eth

o
d
of

settin
g
fin

es
i
m
p
ose

d
p
u
rs
u
a
nt

to
A
rticle2

3(2)(
a)

of
R
e
g
ulatio

n
N
o.
1/2

00
3,

p
ara.

3
0.

（
71
）C

o
m
m
issio

n
R
e
g
ulatio

n(
E
C)

N
o.
6
2
2/2

0
0
8,

p
ara.

4;
W
h
y

d
o
es

th
e

C
o
m
m
ssio

n
intro

d
u
ces

a

settle
m
e
nt

proce
d
ure?

"
in

A
ntitrust:

C
o
m
m
issio

n
intro

d
u
ces

settle
m
e
nt

proce
d
ure

for
cartels－

fre
q
u
e
ntly

as
k
e
d

q
u
estio

n
s,

（
72
）

和
解
手
続
に
よ
る
効
率
性
の
達
成
に
つ
き
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

和
解
手
続
告
示
に
お
い
て
概
略
が
示
さ
れ
て
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い
る
時
間
の
節
約
は
、
違
反
企
業
に
よ
る
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
口
頭
聴
聞
の
要
請
が
典
型
的
に
発
生
す
る
、
異
議
告
知
書
か

ら
最
終
決
定
ま
で
の
間
に
お
い
て
明
ら
か
に
生
じ
る
。
二
〇
〇
一
年
以
降
処
理
さ
れ
た
カ
ル
テ
ル
事
件
を
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
期
間
は
平

均
一
二
か
ら
一
三
カ
月
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
和
解
手
続
告
示
の
想
定
す
る
よ
う
に
和
解
手
続
が
順
調
に
進
む
と
仮
定
す
れ
ば
、
手
続
に

要
す
る
時
間
を
潜
在
的
に
三
分
の
一
ま
で
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
の
カ
ル
テ
ル
事
件
で
用
い
る
こ
と

の
で
き
る
か
な
り
の
資
源
を
節
約
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
層
多
く
の
違
反
に
対
し
て
一
層
時
宜
に
か
な
っ
た
罰

を
与
え
、
そ
の
結
果
抑
止
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
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